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（３）30℃・明（24 時間） ６ 






















   
４．３）クズの発芽実験の考察 
 （１）（15℃・明/25℃・暗）の条件での発芽数１、および（２）（20℃・明/30℃・暗）
の条件での発芽数６という結果より、クズの種子の発芽に必要な条件は 30℃の温度である。
また（２）の条件の後に行った種子に傷をつける操作によって、吸水されやすくなり、発
芽が促されたのではないかと思われる。 
（３）（30℃・明）の条件での発芽数６、（４）（30℃・暗）の条件での発芽数５とい
う結果より、発芽の条件には光の有無は関係ないのではないかと思われる。しかし、（４）
の条件の場合には根は成長するものの、葉が出ることはなかったので、（３）の条件の方
がより良い条件であるといえる。 
 （５）（30℃・明・酸素なし）の条件での発芽数０より、光も水分も十分に与えたのに
も関わらず、全く発芽しなかったことから、発芽には酸素が必要であることが分かる。 
 
【おわりに】 
クズの種子は夏の気温のときに発芽しやすく、発芽の条件として温度と水、酸素が関わ
っていることが分かった。挿し木による栽培方法は難しく、適した条件や技術が必要にな
ってくることが考えられる。しかし、播種による栽培は条件さえ整えてあげれば、簡単に
発芽するので誰でも栽培しやすいといえる。さらに、発芽だけでなく、成長もうまく進め
ば、貧困地域や食料生産が困難な地域での食料生産を行える可能性がある。 
今後の課題として、挿し木による苗ができなかったことの原因を見つけることや、種子
から発芽したクズの成長に必要な要因などを調べることが挙げられる。 
 
 
 
 
